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【禁忌・禁止】 

＜使用方法＞ 

再使用及び再滅菌禁止 

 

【形状・構造及び原理等】 

1.形状 

 

 

 

 

2.原材料 

カルボキシメチルセルロースナトリウム 

 

3.機能及び動作原理 

本品は、高分子材料であるカルボキシメチルセルロースナトリウム

で構成されており、血液及び滲出液等の液体の吸収と除去、保護の

ために使用する。カルボキシメチルセルロースナトリウムは液体を

吸収することによってゲル化するため、適用及び除去をスムースに

行うことができる。 

 

【使用目的又は効果】 

本品は、鼻出血、鼻外傷後出血、鼻腔手術時及び手術後に血液及び

滲出液等の液体の吸収と除去、保護のために使用する。 

 
【使用方法等】 
1.本品は、弾力性があり曲げ易いので、鼻腔へ容易に挿入できる。

但し、挿入前に本品を水和する必要はない。 

2.必要に応じて、挿入前に本品をトリミングする。本品は弾力性が

あるので、鼻腔内への挿入を容易にするために小さく圧縮して挿

入することも出来る。 

3.本品を鉗子でつかみ、テーパーエンドより鼻腔内に挿入すること。 

4.挿入後、必要に応じて本品を水和すること。 

5.挿入後は過剰な注水や、あるいは注水後の過剰な力はかけないこ

と。注水には生理食塩水点鼻スプレーを使用してもよい。 

6.開封後の残った製品は廃棄する事。 

7.本品を挿入後の過剰な注水や、注水後の過剰な力はかけないよう

患者に伝えること。（最初の外来診療が終わるまでバルブシリン

ジで洗浄しないこと。） 

8.本品は通常溶解し鼻孔から排出されるが、溶解しなかったか、あ

るいは手術部位から排出しなかった残留物は、医師の判断に応じ

て洗浄または弱い吸引により取り除くことができる。 

 

【使用上の注意】 
1.不具合・有害事象 

＜その他の不具合・有害事象＞ 

本品使用による不具合・有害事象としては以下の症状が発現する

ことが考えられる。 

1)不具合 

 ・製品の破損 

 ・留置困難 

2)有害事象 

・感染、再発又は持続性の出血、医療処置を要する本品の脱落。 

・呼吸機能障害のリスクがある患者においては、呼吸困難又は酸

素供給の低下を発生する可能性がある。 

・極まれに、鼻腔パッキングの有無にかかわらず鼻手術による、

生理化学的な状態により、トキシックショック症候群（TSS）の

リスクがある。 

・本品は、抗菌性を示さない。既往の感染に対する静菌性はなく、

新たな感染の発生を予防することはできないため、既往の感染

がある場合は、適切な処置を行うことを推奨する。 

 

2.その他の注意 

1)包装が破損、汚損している場合や製品に破損等の異常が認められ

る場合は使用しないこと。 

2)本品を使用する際は、使用直前にパウチを開封し、無菌的操作で

取り出すこと。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

1． 貯蔵・保管方法：高温多湿を避けて保管すること。 

2． 使用期限：製品包装に記載[自己認証（当社データ）による] 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者： 
スミス・アンド・ネフュー株式会社 

電話番号：03-5403-8671 
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